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１．組織の概要

（１）事業者名及び代表者名 ・株式会社　リョーウンエキスプレス

・代表取締役社長　中村　　勉

（２）所在地 ・【本　　　　　社】〒151-0073　東京都渋谷区笹塚二丁目１番６号

・【千葉センター】〒272-0127　千葉県市川市塩浜３番１２番地

（３）設立年月日 ・１９９７年 (平成９年)  １月 ８日

（４）資本金 ・５，０００万円

（５）事業概要 ・一般貨物自動車運送事業

・前号の貨物利用運送事業

・産業廃棄物処理業のうち収集・運搬に関する業務

・前各号に付帯する一切の業務

（６）事業規模（対象：千葉センター）

（７）産業廃棄物処理業の許可状況

①許可内容 　　産業廃棄物収集運搬業

②許可区域・番号 　　千葉県　・　第１２０００５３１６２号

③許可年月日・

 　許可の有効年月日

④事業の範囲 　　収集・運搬

⑤産業廃棄物の種類 　　ア）ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

　　イ）金属くず

　　ウ）廃プラスチック類

－２－

　　令和 3年12月20日

　　令和 8年  8月31日

114.1百万 135.8百万 137.1百万 135.6百万 129.2百万 130.1百万

10人 10人 10人 10人 10人 10人

9台 9台 9台 9台 9台 9台

1台 1台 1台 1台 1台 1台

508.20㎡ 508.20㎡ 508.20㎡ 508.20㎡ 508.20㎡ 508.20㎡

276,271台

2022年度

3,345.3ｔ

268,993台

2,126.7ｔ 2,690.5ｔ 3,151.3ｔ 2,907.4ｔ 3,028.0ｔ

2020年度 2021年度

家電リサイクル品

輸送量
216,990台 259,228台 298,085台 381,332台

産業廃棄物収集

・運搬取扱量

2017年度 2018年度 2019年度

売上高

従業員数

車両台数(24tｳｲﾝｸﾞ車)

連絡車（日産ｷｬﾗﾊﾞﾝ）

延床面積（駐車場含む）



（８）処理工程図

２．　　環境経営システムの実施体制

（１）組織図（対象：千葉センター）

（２）環境管理責任者及び担当者氏名、連絡先

・環境管理責任者 千葉センター長　　梯　　俊美

・ＥＡ２１事務局 千葉センター主任　　谷本　稚紀

・連絡先 ＴＥＬ　０４７－３９８－１１８８

ＦＡＸ　０４７－３９８－１１８８　

E-mail  tanimoto.noritada@mdlogis.co.jp

－３－

・産業廃棄物収集運搬

産業廃棄物収集・運搬

・家電リサイクル品運搬

家電リサイクル品運搬

リサイクル工場Ａ リサイクル工場Ｂ

特定家電品指定引取り場所 リサイクル工場Ａ＆Ｂ

【組織図】

代表取締役社長 　 中村　　勉（ＥＡ２１代表者）

ＥＡ２１ 常務取締役 　　　 渡邉　敏雄（ＥＡ２１代理者）

対　象 業務部長　　　　  梯　　俊美（ＥＡ２１運営サポート）

関東センター 千葉センター 静岡センター 中部センター 関西センター 伊丹センター 和歌山センター 姫路センター 鳥栖センター

18名 10名 14名 31名 17名 7名 7名 12名 14名

【千葉センター】

環境管理責任者 ＥＡ２１事務局 千葉センター　

　　所属員　　８名

本社

8名

千葉センター長  梯　俊美 千葉センター主任　谷本　稚紀

【組織図】

代表取締役社長 　 中村　　勉（ＥＡ２１代表者）

ＥＡ２１ 常務取締役 　　　 渡邉　敏雄（ＥＡ２１代理者）

対　象 業務部長　　　　  梯　　俊美（ＥＡ２１運営サポート）

関東センター 千葉センター 静岡センター 中部センター 関西センター 伊丹センター 和歌山センター 姫路センター 鳥栖センター

18名 10名 14名 31名 17名 7名 7名 12名 14名

【千葉センター】

環境管理責任者 ＥＡ２１事務局 千葉センター　

　　所属員　　８名

本社

8名

千葉センター長  梯　俊美 千葉センター主任　谷本　稚紀



（３）役割、責任及び権限

３．対象範囲、レポートの対象期間・発行日
（１）認証・登録の範囲 ・対象事業所 …　　千葉センター

（２）レポートの対象期間及び発行日 ・対象期間 …　　2022年 4月 1日～2023年 3月31日

－４－

①　環境経営に関する取り組みの対象組織、活動の明確化

②　経営における課題とチャンスの明確化

③　環境方針の策定・見直し及び全所属員に対する周知

④　環境経営実施体の構築

⑤　代表者による全体評価と見直しの実施

⑥　環境経営レポートの承認

⑦　その他

①　環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価

②　環境関連法規の取りまとめと遵守状況のチェック

③　環境経営目標及び環境経営計画の策定

④　環境コミュニケーションの実施

⑤　取組状況の確認及び問題の是正と予防

⑥　環境関連文書類の作成・管理

⑦　環境経営レポートの作成・公表

⑧　その他

①　全所属員を対象とした教育・訓練の実施

③　環境上の事故及び緊急事態への準備と対応

④　その他

①　環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

②　環境経営目標及び環境経営計画に基づくＥＡ２１活動の実施

所属員

対象者 役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１事務局

②　環境経営方針、環境経営目標等の達成に必要な取組実施や手順書作成 



環　境　理　念

　株式会社　リョーウンエキスプレスの全従業員一人ひとりが、環境問題が地球の未来

に大きな影響を与える重要な問題であることを認識し、健全な事業運営を進める中で、

全社を挙げて積極的に環境保全に取り組み、地域社会の発展に貢献するなど、社会的

責任を果たし、信頼される企業を目指します。

環　境　経　営　方　針

　当社は三菱電機ロジスティクスグループの一員として、環境保全の取り組みを経営の

重要課題の１つと位置付け、地球環境に優しい事業活動を推進します。

１．環境経営目標を設定し、定期的な見直しを実施することにより、環境保全活動の継続

　　的な改善に取り組み、事業活動により地球環境に与える負荷を可能な限り低減します。

２．排気ガスによる地球温暖化や大気汚染防止の観点から、エコドライブの実践、低公害

　　車導入による燃費効率維持（3.5㎞／ℓ）及び向上に向けた取り組みを推進します。

３．事業活動において３Ｒ【Reduce（リデュース）・Reuse（リユース）・Recycle（リサイクル）】

　　を意識して、天然資源保護、廃棄物の削減に努めます。

４．環境関連法規及びその他の要求事項を遵守します。

５．教育・啓発活動を通じて、全従業員に対して環境方針を周知し、環境負荷の低減に

　　努めます。

６．官公庁・地域住民とのコミュニケーション図り、地域社会と調和して環境保全活動に

　　貢献します。

本方針を社内外に開示します。

株式会社　リョーウンエキスプレス

代表取締役社長 中村　　勉

－５－

2020年8月1日

４．環境経営方針



５．環境経営中期目標と実績

（１）中期目標
　　環境目標は、2019年度（2019年4月～2020年3月）を基準年度とし、2023年～2025年までの３年間
　について、下記の通り設定しました。また、CO2の算出は、環境省算定・報告・公表制度における算定
　方法・排出係数を使用しました。

－６－

①千葉センター

単位
2019年度

（基準年度）
2022年度
（計画）

2023年度
（計画）

2024年度
（計画）

1 燃費向上 km/ℓ 3.49 3.60 3.63 3.66

2 二酸化炭素排出量削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

ｋｇ-CO2 388,517 384,632 380,786 376,978

　■電力使用量削減 
共用のため数
値無し

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

　■ガソリン使用量削減 986 976 966 956

　■軽油使用量削減 387,532 383,656 379,820 376,021

3 一般廃棄物排出量削減 ㎏
共用のため数
値無し

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

4 コピー用紙使用枚数削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

枚 10,000 9,900 9,801 9,703

5 水使用量（上下水道）削減 ㎥
共用のため数
値無し

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

共用のため削
減努力

6 社会貢献活動 －
ＭＤロジスの
活動に参画

継続実施 継続実施 継続実施

取　　組　　項　　目

ｋｇ-CO2

当社千葉センターは親会社である三菱電機ロジスティクス株式会社東関東ロジスティクスセンター内にテナ
ントとして入居しているため共用となります。



（２）２０２２年度取組実績（２０２２年４月～２０２３年３月）
　　取組実績は、2022年度（2022年 4月～2023年 3月）の12ヶ月について、下記の通り報告します。
　また、CO2の算出は、環境省算定・報告・公表制度における　算定方法・排出係数を使用しました。
　なお、電力の二酸化炭素排出係数はオリックス（株）Ｈ３０年実績の調整後排出係数0.711kg-CO2/kWh
　を使用しています。

－７－

①千葉センター

評価

対前年 対目標

1 燃費向上 km/ℓ 3.67 3.60 3.70 100.8% 102.8% 〇

2 二酸化炭素排出量削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

ｋｇ-CO2 340,635 384,632 337,842 99.2% 87.8% ○

　■電力使用量削減 共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

　■ガソリン使用量削減
1,480 976 916 +61.9% +93.9% 〇

　■軽油使用量削減
339,155 383,656 336,926 99.3% 87.8% 〇

3 一般廃棄物排出量削減 ㎏
共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

4 コピー用紙使用枚数削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

枚 9,736 9,900 9,136 +93.8% +92.3% 〇

5 水使用量（上下水道）削減 ㎥
共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

6 社会貢献活動 － 〇

環境目標

ｋｇ-CO2

2022年 4月～2023年 3月

取　　組　　項　　目 単位 前年値 目標 実績
達成状況

三菱電機ロジスティクス 東関東ＬＣ周辺の道路脇や歩道の清掃活
動に参画（毎週月曜日）

当社千葉センターは親会社である三菱電機ロジスティクス株式会社東関東ロジスティクスセンター内に
テナントとして入居しているため共用となります。

①千葉センター

評価

対前年 対目標

1 燃費向上 km/ℓ 3.67 3.60 3.70 100.8% 102.8% 〇

2 二酸化炭素排出量削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

ｋｇ-CO2 340,635 384,632 337,842 99.2% 87.8% ○

　■電力使用量削減 共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

　■ガソリン使用量削減
1,480 976 916 +61.9% +93.9% 〇

　■軽油使用量削減
339,155 383,656 336,926 99.3% 87.8% 〇

3 一般廃棄物排出量削減 ㎏
共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

4 コピー用紙使用枚数削減
【目標…基準年度に対し年▲１％づつ】

枚 9,736 9,900 9,136 +93.8% +92.3% 〇

5 水使用量（上下水道）削減 ㎥
共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

共用のため
削減努力

○

6 社会貢献活動 － 〇

環境目標

ｋｇ-CO2

2022年 4月～2023年 3月

取　　組　　項　　目 単位 前年値 目標 実績
達成状況

三菱電機ロジスティクス 東関東ＬＣ周辺の道路脇や歩道の清掃活
動に参画（毎週月曜日）

当社千葉センターは親会社である三菱電機ロジスティクス株式会社東関東ロジスティクスセンター内に
テナントとして入居しているため共用となります。



６．環境経営計画の取組結果と評価、次年度の目標と計画

－８－

（１）千葉センター

環境経営計画（活動内容） 取組結果と評価 次年度の目標と計画
責任者
（対象）

■二酸化炭素（ＣＯ２）排出量削減（電力） ※共用のため節減努力項目とする。 ※共用のため節減努力項目とする。

　※継続活動 ・エアコン設定温度については、三菱 ・電力削減活動については、新型コロナ

　・エアコン設定温度遵守   電機ロジスティクスの方針に基づき   ウイルス感染防止対策（定期的な換気

　　（夏季－28℃、冬季-20℃） 　夏季28℃、冬季20℃の設定とし、   の実施等）を展開しつつ、エアコンの設

　・昼休み・休憩時間の消灯 　消灯活動についても、昼休みや休憩 　定温度、照明やPCなど電源OFF活動 梯

　　 ※エリア毎にこまめに消灯を実施し、 　時の消灯を継続実施した。また、PC 　を継続する、 （全所属員）

　　 　消灯はチェックリストで管理。 　関連の電源については、消し忘れの ・勤怠管理や給与計算業務のシステム

　・帰宅・外出時のＰＣ電源OFF、離席時   注意喚起を朝礼時に実施した。 　化に取り組み、間接職の在場時間

　　モニター電源ＯＦＦ ・22年度はCO2の削減目標を達成。 　短縮を実現する。

　・間接職の在場時間短縮による省電力

 　化を実現するため、勤怠管理や給与計

 　算業務のシステム化に取り組む。

■二酸化炭素（ＣＯ２）排出量削減（化石燃料） ・デジタコデータを活用した「エコ・安全 ・添乗指導を含めた定期的なエコ・安全

　・エコ・安全ドライブ指導による燃料使用量 　ドライブ指導を個別に指導し、CO2 　ドライブ教育の継続。

　　削減　※安全会議・添乗指導時に教育 　排出量削減目標を達成した。 ・「整備管理者研修」を開催し、最新車両

　・適切な始業点検や定期メンテナンスの実施 ・日々の始業点検や定期メンテナンス 　の始業点検やメンテナンス学習による 梯

　  による燃料使用量削減。 　を確実に実行し、車両を適切な状態 　整備技能向上を図る。 （全所属員）

　・計画的なエコ車両への代替実施。（１台） 　に保ち、燃費効率向上に取り組んだ。

　・外出時の公共交通機関利用促進による ・外出時の公共交通機関の利用促進を

　　社有車使用の抑制。 　図った。

■燃費向上 ・安全会議・添乗指導時にエコドライブ ・エコドライブ（ふんわりアクセルスタート

　・エコ安全ドライブ指導による燃費向上 　教育を定期的に実施し、燃費目標を 　アイドリングストップ、不要な荷物の積 梯

　・定期的な車両メンテナンス実施による 　達成した。 　載NG等）の実践により燃費改善に取り （全所属員）

　  燃費向上。 ・定期的に車両メンテナンスを実施し、 　組む。

　燃費向上に貢献した。

■一般廃棄物排出量削減 ※共用のため節減努力項目とする。 ※共用のため節減努力項目とする。

　・３Ｒ【Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、 ・廃棄物分別を徹底し、有価処理の促進 ・３Ｒ活動の定着化に向けた取り組み

　　Recycle（リサイクル）】活動よる排出量削減。 　を図り、廃棄物の排出量削減に取り組 　を継続する。 梯

　・廃棄物分別徹底による有価処理の促進 　んだ。 　 （全所属員）

　・包装資材（封筒含む）再利用 ・社内便には再利用した封筒の使用を

　徹底した。

■コピー用紙使用枚数削減 ・資料印刷削減のため、昨年に引き続き ・Teams会議活用による会議資料共有

　※使用枚数削減により購入枚数を減らす。 　リモート会議開催を通じ、ペーパーレス化 　化の拡大を図り、資料印刷を削減する。

　・両面印刷・２アップ印刷促進による枚数 　の取り組みを推進した。また、コピー時の ・経理伝票をPDF化し、コピー枚数の抑制

　　削減。 　両面印刷や２アップ印刷、使用済用紙 　を図る。 梯

　・使用済用紙の裏紙活用による削減。 　（裏紙）活用により、コピー用紙削減 （全所属員）

　　　※使用可能なものに限る。 　目標を達成した。

　・デジタルデータ（資料）共有化による

　　ペーパーレス化の取り組みを強化する

　　ため、リモート会議拡大に取り組む。

■水使用量（上下水道）節減 ※共用のため節減努力項目とする。 ※共用のため節減努力項目とする。

　※継続活動 ・朝礼時に節水活動の励行を指示した。 ・朝礼・ミーティング時に、節水活動に 梯

　・節水活動励行の定期的な指示。 　対する指示を継続する。 （全所属員）

■社会貢献活動の実施 ・三菱電機ロジスティクス㈱東関東ＬＣ ・三菱電機ロジスティクス㈱東関東ＬＣの

　※継続活動 　の敷地周辺（歩道）の清掃活動に 　清掃活動に参画するとともに、グループ 梯

　・周辺の清掃活動を実施 　参加した。（毎週月曜日） 　会社及び地域の環境保全活動等の調 （全所属員）

　・地域活動の調査を実施 ・地域の環境保全活動等について、 　査を継続する。

　インターネットにより調査した。



７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
（１）環境関連法規等の遵守状況の確認・評価及び違反・訴訟等の有無

　　当社に適用される環境関連法規について、その遵守状況を「22年度遵法定期点検」（2022年7月12日

　実施）した結果、下記の最新の環境関連法規について確認・評価が適合していることを確認しました。

　　作成日： 改定日： 2022年4月 7日

　　【当社が遵守しなければならない主な環境関連法規】

（２）外部コミュニケーション

　　今回の活動期間中（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日）における外部からの苦情はありませ

　んでした。

（３）訴訟等の有無

　　当社の環境管理に対する利害関係者からの訴訟及び関係当局からの指摘等は、過去３年間あり

　ません。

８．代表者による全体の評価と見直し・指示

－９－

2020年9月30日

判定－○：遵守、×：改善要、－：該当無し

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 定期点検、車検実施時のチェック・計画的代替 実施都度 梯 ○

省エネ法・温対法 燃料使用の合理化（燃料使用量管理） 月末 梯 ○

資源有効利用促進法 印刷用紙の使用抑制（使用枚数管理） 月末 谷本 ○

特定家庭用機器再商品化法 対象家電４品目の適正な運搬 実施都度 谷本 ○

廃棄物の分別と排出量抑制 実施都度 谷本 ○

産業廃棄物収集運搬の許可・産業廃棄物の電子マニ
フェスト管理

実施都度 谷本 ○

評価

廃棄物処理法

法規制等の名称 該当する取組活動 点検時期 担当者

項目 取組状況の評価 変更の必要性の有無 今後の指示

環境理念
環境経営方針

・従業員に浸透している 無

「エコアクション２１」の取り
組みの継続の中、所属員全員の
環境活動に対する意識が向上
し、従来以上に関心が高まっ
た。これまでと同様に、全従業
員に環境意識が浸透するよう
に、継続的に環境に対する教育
を推進する。

環境経営目標
環境活動計画

・従業員に浸透している 無

電気や水道、一般廃棄物につい
ては、親会社（三菱電機ロジス
ティクス）が管理してるが、当
社も使用者として、経費削減と
限られた資源を使用していると
いう意識が根付き、電気使用量
削減や一般廃棄物分別による有
価処理の促進に取り組み、「地
球環境」に配慮した行動の徹底
を、次年度も継続する。

環境経営システム
（実施体制等）

・従業員に浸透している 無

コロナ禍は徐々に終息しつつあ
る中で、燃料単価の高止まりや
従業員の高齢化・ドライバー不
足への対応など、目の前には経
営課題が山積しているが、ＥＡ
２１で設定した環境経営目標達
成に向けて、実施体制に従って
従業員全員で真摯に取り組む。


